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安全管理の勉強会でリスクに備える 歯科専門職と多職種との連携を密に

出張型オレンジカフェ、地域で支える認知症 ご家族や多職種が連携できるようマネジメントを行う

当施設は、JR横浜駅から徒歩10 分、
みなとみらい地区に隣接する、地上９階
地下1階建ての「都市型老健施設」です。
入所者数 150 名に対し、５フロア（一般
棟３フロア、認知症専門棟２フロア）で
運営しています。また現在、超強化型施
設として在宅復帰率 50%超、ベッド回
転率10%以上を維持しています。
私は介護福祉士として現場で働く傍ら、
2017年にリスクマネジャーの資格を取得
しました。現在、チーフ職を中心に構成
されている安全管理委員会の委員長とし
てヒヤリハットはもとより、事故全般の時間帯や発生
場所の分析を行っています。
私が特に力を注いでいることは、年２回実施してい
る施設内勉強会です。
安全管理にはリスクに対する事前の備えが必要で
すが、そのためには危険への気づきが重要となりま

口腔ケアは、「おいしく食べられる」
「コミュニケーションの円滑化」「誤嚥性
肺炎の予防」などの効果があり、QOL
の向上に大きく関わります。
当苑でも、食事に介助を要する方や誤
嚥性肺炎の既往のある方などは言語聴
覚士が介入し、口腔リハビリを行ってい
ます。セルフケアの方はというと、私た
ちの介入機会が少なく、口腔領域の衛
生管理・保持が十分ではありませんでし
た。
昨年からは、月１回、歯科医師と歯科衛生士によ
る口腔ケアの技術的助言や指導を行う体制となりまし
た。これにより、歯ブラシのハンドルやヘッドの形状
を変え、ミラーを使用したブラッシング方法を取り入
れるなど、職員はご利用者に合わせた適切なケア方
法を指導してもらっています。
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という人口１万５千人程度
の小さな町にあります。
私は祖父が認知症という経験と、また仕事がら専
門知識に触れ、認知症のご利用者に接する機会も
多いので、その症状を受け入れることができました。
しかし、医療・福祉に関わりのない方には、認知症
患者の受け入れは、なかなか難しいと思います。
相談業務で一番多いのは、親が認
知症で施設入所を申し込みたいという
内容です。地域で高齢化が進み、認知
症への関心は高まっています。私自身取
り組めることはないかと考え、上司に
相談し、法人全体として活動を進める
こととなりました。
まず法人内に「認知症サポートセン
ター」を開設。ここでは「認知症カフェ
（オレンジカフェ）」を開いたり、「認知
症サポーター養成」や「介護相談」な

「作業療法ってなんだろう」。私が老健施設で働
き始めてから、10 年間ずっと考えていることです。
私は作業療法士になって３年目に、病院から老健
施設に異動しました。老健施設は作業療法の広が
りを感じる、とても新鮮な場所でした。
当施設は在宅強化型、さらに超強化型の基準を
取得し、ご利用者の在宅復帰に力を入
れています。これはリハビリの職員のみ
でなく、介護職、相談員、医師、看護
師、栄養士など、施設のさまざまな職
員が連携することで達成できるもので
す。実際には業務上の衝突も多いので
すが、それを乗り越えることで、各職
種の専門性を発揮できる現在の「ひか
わした」があると思っています。
そのなかで私は、ご家族や多職種の
なかに入り、連携のマネジメントを行う
ことも、リハビリの重要な役割であるこ

す。そういった気づきを増やすために、
施設では、安全管理に関する勉強会を
実施してきました。
テーマは、概論・分析手法・前年度
の事故の傾向・事例紹介（当施設での
離設事故の詳細と対応策）・ヒューマン
エラーによる事故等です。勉強会では参
加者が欠席者に情報を教示する「伝達
講習」を行い、職員参加率100％を達成
させ、安全に関する知識・意識の向上を
図っています。
私の担当する勉強会は５回目になりま

したが、今回はスタッフ間のコミュニケーションと安
全について考え、特に連絡や確認を密にすることで
事故が防げることをテーマとしました。
今後の課題としては、ヒヤリハットや事故対策の内
容が部署内だけでなく、施設内で精査し検討できる
ような組織づくりが必要ではないかと思います。

歯垢の付着しやすい箇所を確認し、
仕上げ磨きの介助を徹底することで、歯
肉炎や口臭が軽減した例もありました。
また、片麻痺でうまく磨けず、口腔ケア
が就寝前の１回だったご利用者は、多職
種の介入で毎食後にケアする習慣ができ、
口腔環境が改善しました。現在は在宅
復帰され、ケアも継続しており、定期受
診にも行かれるなど、歯科医師とのつな
がりも続いています。
このように歯科専門職と多職種との連

携を密にすることで、口腔内環境が徐々に改善され、
ご利用者の意識も変わりつつあると実感しています。
口腔ケア・口腔リハビリが、口腔領域の衛生保持、
機能向上はもちろん、ご利用者の身体的、精神的な
健康につながるように、多職種がそれぞれの役割を
果たしながら、連携していきたいと思います。

どを行ったりし、それらの活動は、居宅介護支援
事業所のケアマネジャーや、老健施設の支援相談
員、介護科長が兼任で担当しました。
１回目のオレンジカフェは当施設の喫茶ルームで
行い、認知症高齢者を抱える家族、一般住民、町
内会の方々に参加していただき、思いや悩みについ
て話し合いました。しかし、会を重ねるごとに参加

者は減少していきました。
そこで、思いついたのが「出張型オレ
ンジカフェ」です。当地は喫茶店など
が少なく、昔から友人・知人の家によく
集まる習慣があるため、個人宅を借りま
した。10 回程開いていますが、今後は
講習会などを盛り込み、認知症への理
解を広めたいです。
この活動を続けることで「認知症に
なっても安心して暮らせる町」をめざし
ていけたらと思います。

とに気がつきました。
ご利用者が主体的に生活できるよう少しずつ取り
組みました。施設の環境を整え、車いすを選定し、
シーティング・机の高さ・食事姿勢・自宅復帰の際
の移動方法を検討する、在宅での過ごし方をケアマ
ネジャーに相談するなど、必要なことは何でも行う

のが、老健施設での作業療法士ではな
いかと思っています。
そしてご利用者に、「ありがとう。ま
たリハビリしに来ますね」と言われるこ
とが、現在の私のモチベーションになっ
ています。
これからも作業療法士として、目の
前にいるご利用者の人生に積極的に関
わり、少しでも笑顔で日々を過ごしてい
ただけるようなリハビリを行っていきた
いと思います。
※2019年８月より、法人内の病院に異動しました。
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※2019年８月より法人内地域包括支援センターに異動しました。
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